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八戸学院 NEWS〈CLOSE UP ！〉

大　学

建学の精神
「神を敬し、人を愛する」

カトリックの精神に則る道徳教育を施
し、高尚なる人格の完成を期し、現代社
会が要請する有為の人材を育成すること
をもって目的とする。  （寄附行為 第３条）

	 3	 玉川大学と連携協定締結
	 	 県南初の小学校教員養成施設誕生

	 4	 八戸学院春物語

	 6	 	研究室訪問
	 	 「情報」を考える

	 8	 留学生の支援について

	10	 課外活動File

	12	 八戸学院TOPICS

	14	 ステラが行く

15		 ステラ・フォーカス

	16	 同窓生の広場

	17	 職員ファイル

	18	 理事長散策

表紙
　八戸学院大学健康医療学部看護学科
2年生68名による宣誓式が行われました。
　4年ぶりに行われた式典には保護者も
参加。学生たちは、それぞれのろうそく
に明かりを灯し「宣誓の詞」を斉唱して、
看護の道を歩む決意を新たにしました。

●八戸学院大学
　TEL 0178-25-2711
●八戸学院大学短期大学部
　TEL 0178-25-4411
●八戸学院地域連携研究センター
　TEL 0178-25-2789
●八戸学院図書館
　TEL 0178-30-1695
●八戸学院光星高等学校
　TEL 0178-33-4151
●八戸学院野辺地西高等学校
　TEL 0175-64-4166
●八戸学院幼稚園
　TEL 0178-34-5765
●八戸学院聖アンナ幼稚園
　TEL 0178-45-3670
●八戸学院第二しののめ幼稚園
　TEL 0178-25-2488

https://kosei.hachinohe-u.ac.jp/
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広西城市職業大学と連携協定を締結

オンラインで行われた連携協定締結式の様子

　

八
戸
学
院
大
学
は
、
玉
川
大
学

（
東
京
）と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
小

学
校
教
諭
二
種
免
許
状
が
取
得
で
き

る
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
２
０
２
４
年

度
か
ら
開
設
し
ま
す
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
健
康
医
療

学
部
人
間
健
康
学
科
の
中
・
高
一
種

教
員
免
許
状
（
保
健
体
育
）
を
３
年

次
時
点
で
取
得
見
込
み
で
あ
る
学
生

を
対
象
に
、
玉
川
大
学
の
通
信
課
程

の
科
目
等
履
修
生
と
し
て
2
年
間
で

必
要
な
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
で
小

学
校
教
諭
二
種
免
許
状
が
取
得
で
き

ま
す
。

　

青
森
県
内
で
は
、
小
学
校
の
教
員

不
足
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
県
南

地
域
初
の
小
学
校
教
員
養
成
施
設
と

し
て
問
題
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

玉川大学と連携協定締結

県南初の小学校教員養成施設誕生

　八戸学院大学では、広西
城市職業大学（中国）との
連携協定を締結しました。
　広西城市職業大学は 2005
年に設立され、中国に設置
された最初の四年制職業技
術大学です。在学者数は３
万人で、日本語、ロボット
技術や国際貿易、幼児教育
などの 23 学科があります。
　今後、さまざまな分野にお
いて相互の友好を深め、学術
交流等を促進します。
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作品が環境にあたえる彩りや、
作品があることで得られる達成感、
安心感など、子どもに与える
影響についても考察しました。

「八戸学院春物語」
八戸学院第二しののめ幼稚園

じゃがいも・さつまいも大きくなあれ！

八戸学院大学短期大学部「窓に描こう」

八戸学院幼稚園
つくし・つぼみ組　光星高校へお散歩

八戸学院聖アンナ幼稚園
園外保育で新井田公園へ

八戸学院大学学友会・短期大学部学生会主催
BBQde交流会2023

幼稚園の向かいの畑に
じゃがいもとさつまいもの

苗を植えました。
秋の収穫が今から楽しみ。

年長組は歩いて公園へ。
展望台に登ったり、

石の遊具で元気いっぱい
遊びました。

美味しいお肉を食べながら、
大学・短大のわくを越えて

交流しました。

高校の広い中庭で、
たんぽぽを探したり、
元気に走ったり、
楽しい一日に
なりました。

「表現Ⅰ」の講義内で
幼児保育学科棟学生ホールの窓ガラスに、

アクリル絵の具で窓に直接、
絵を描きました。

「環境を通した造形活動」というテーマを発展させ
自分たちの生活の場を生かした造形活動を行いました。
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研究室訪問

器
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
技
術
な
ど
、
現
在
利
用

さ
れ
て
い
る
も
の
を
効
率
的
に
利
用
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
現
代
社
会
で
は
次
々
に

新
し
い
技
術
や
機
器
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
が

開
発
さ
れ
利
用
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

非
常
に
価
値
の
あ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
私
た

ち
が
利
用
し
広
く
普
及
す
る
に
は
か
な
り
時
間

が
か
か
り
ま
す
。

　

新
し
い
も
の
は
、
費
用
も
多
額
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
新
し
い
も
の
を
利
用
し
始
め
る
よ
う

に
な
る
と
、
今
利
用
し
て
い
る
も
の
を
使
わ
な

く
な
り
ま
す
。
し
か
し
ま
だ
ま
だ
利
用
で
き
る

も
の
で
安
く
利
用
で
き
る
は
ず
で
す
。私
は
、そ

の
ま
だ
ま
だ
利
用
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
を
組
み
替

え
て
上
手
に
利
用
す
る
た
め
の
技
術
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
を
研
究
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
私
の
検
証
で
は
プ
レ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

４
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
（
H
D
D
）
を
S
S
D

（
半
導
体
ド
ラ
イ
ブ
）
に
変
更
す
る
と
、起
動
時

間
が
26
秒
早
く
な
り
ま
し
た
。
15
年
ほ
ど
前
の

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
も
S
S
D
に
変
更
す
る
と

遅
く
て
イ
ラ
イ
ラ
し
た
パ
ソ
コ
ン
が
普
通
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
S
S
D
は
1
万

円
ぐ
ら
い
で
す
の
で
、
新
し
い
パ
ソ
コ
ン
を
購

入
し
な
く
て
も
数
年
は
使
い
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

現
在
は
、
顔
認
証
の
出
席
シ
ス
テ
ム
の
開
発

を
ゼ
ミ
の
学
生
と
一
緒
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を
利
用
し
て
作
成
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
顔
認
証
の
出
席

シ
ス
テ
ム
は
す
で
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
価
格
は
数
百
万
に
も
お
よ
び
ま
す
。
こ

れ
で
は
、
大
規
模
大
学
で
な
く
て
は
簡
単
に
導

入
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
安
価
に
構
築
で
き
れ

ば
大
学
や
高
校
の
役
に
立
て
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
メ
デ
ィ
ア
は
情
報
を
伝
達
す
る
ツ
ー
ル
で

す
。
メ
デ
ィ
ア
は
私
た
ち
の
生
活
や
社
会
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
い
ま
話
題
の
生
成
対

話
型
A
I
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
A
I
が
な

ん
で
も
答
え
て
く
れ
た
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で

作
成
し
て
く
れ
た
り
も
し
ま
す
。
O
p
e
n
A
I

社
の
「
C
h
a
t
G
P
T
」
や
G
o
o
g
l
e

社
の
「
B
A
R
D
」
な
ど
で
す
。
利
用
し
て
い

る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
レ
ポ
ー
ト
や
論

文
を
作
成
し
た
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ド
も
作

成
し
て
く
れ
ま
す
。
と
て
も
便
利
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
が
正
し
い
と
思
う
の
に
は
危
険
が
あ
り
ま

す
。「
2
0
2
3
年
度
の
八
戸
学
院
大
学
の
入

試
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
C
h
a
t

G
P
T
と
B
A
R
D
に
入
力
し
て
み
ま
し
た
。

結
果
は
、
ど
ち
ら
も
不
正
確
で
正
し
い
結
果
は

得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
内
容
も
C
h
a
t
G

P
T
で
は
、
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

研究室訪問

１
．
情
報
と
は

　

情
報
と
よ
く
言
い
ま
す
が
、
何
を
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
情
報
と
聞
く
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
確
か
に
現
在
は
そ
の
よ
う
に
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、「
情
報
」
を
辞
書
で
引

い
て
み
る
と
「
あ
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
の
し

ら
せ
」「
あ
る
事
柄
に
関
し
て
伝
達
（
入
手
）
さ

れ
る
デ
ー
タ
（
の
内
容
）」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
す
ご
く
抽
象
的
で
す
が
、
具
体
的
に
は
私

た
ち
が
、「
見
る
も
の
」「
聞
く
も
の
」「
匂
い
」

「
触
れ
て
感
じ
る
」「
味
で
感
じ
る
」
つ
ま
り
人

間
の
五
感
は
す
べ
て
情
報
と
い
え
ま
す
。
情
報

は
英
語
で
「
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
」
と

訳
さ
れ
ま
す
。
情
報
は
、
知
り
え
た
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
そ
こ
に
「
価
値
」
や
「
意
味
」
を

見
出
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
時

間
や
貨
幣
は
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
貨
幣
は
紀

元
前
6
世
紀
ご
ろ
開
発
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
は
電
子
マ
ネ
ー
で
す
ね
。
物
の
価
値

を
知
る
た
め
に
貨
幣
や
時
間
は
重
要
で
す
。
洞

窟
の
絵
な
ど
は
言
葉
が
開
発
さ
れ
る
前
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ

た
も
の
で
し
ょ
う
。私
た
ち
の
生
活
の
中
で「
情

報
」
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
皆
さ

ん
も
身
の
回
り
の
情
報
を
も
う
一
度
考
え
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

２
．
メ
デ
ィ
ア
活
用
の
研
究
に
つ
い
て

　

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、「
メ
デ
ィ
ア
活
用
の

研
究
」
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
と
は
な
ん
で
し
ょ
う

か
。
メ
デ
ィ
ア
と
は
、
情
報
を
伝
達
す
る
た
め

の
手
段
や
媒
体
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
れ
に

は
、
新
聞
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
は
、
情
報
を
届
け
る
だ
け
で
な

く
、
社
会
的
な
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
情

報
の
発
信
者
と
し
て
の
役
割
に
加
え
て
、
意
見

や
考
え
方
、
文
化
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の

提
供
、
伝
達
な
ど
、
様
々
な
目
的
を
持
っ
て
い

ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
は
、
情
報
の
受
け
手
や
利
用

者
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
て
、
私

た
ち
の
生
活
の
中
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
メ
デ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
に
利
用

し
活
用
す
る
と
効
率
的
に
な
る
か
を
研
究
材

料
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
様
々
な
機

講演の様子 顔認証による出席システム開発の様子

八戸学院大学
地域経営学部　准教授

馬 場　祥 次
　

B
A
R
D
の
方
も
間
違
っ
た
内
容
が
表
示

さ
れ
ま
し
た
。
英
語
で
質
問
す
る
の
と
日
本
語

で
質
問
す
る
の
で
は
正
確
性
が
違
い
ま
す
。
し

か
し
、
質
問
に
答
え
て
く
れ
た
り
、
文
章
を
作

成
し
て
く
れ
る
の
は
便
利
で
す
。
私
の
利
用
方

法
の
お
勧
め
は
、
A
I
か
ら
の
回
答
は
、
ヒ
ン

ト
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
す
。
回
答
が
正
し
い

と
思
う
の
は
危
険
な
の
で
、
ヒ
ン
ト
と
し
て
捉

え
て
そ
れ
を
基
に
自
分
で
も
う
一
度
考
え
た
り

調
べ
て
み
た
り
す
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
A
I
の
出
現
は
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
変

え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
機
器
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
立

体
の
広
告
な
ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て

社
会
に
貢
献
で
き
る
ア
イ
デ
ア
や
技
術
を
研
究

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３
．
地
域
貢
献
に
つ
い
て

　

私
は
、
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
15
年
ほ
ど

前
か
ら
講
演
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
携
帯
電
話
が
広
く
普
及
し
始
め
た
こ
ろ
か

ら
、
高
齢
者
向
け
の
携
帯
電
話
教
室
を
始
め
た

の
を
き
っ
か
け
に
今
は
、「
S
N
S
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
と
そ
の
注
意
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
年
間
3
回
～
4
回
三
八
上
北
地

域
や
岩
手
県
北
の
学
校
で
講
演
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
15
年
ほ
ど
前
は
、
い
か
に
子

供
に
携
帯
電
話
を
与
え
な
い
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
を
規
制
す
る
か
が
社
会
的
風
潮

で
し
た
が
、
私
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
正
し
い
使
い

方
を
教
え
る
方
が
い
い
と
思
い
、
講
演
で
も
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
利
用
に

ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
は
今
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

最
近
は
、
子
供
た
ち
の
利
用
時
間
が
長
い
こ
と

や
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
依
存
の
方
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
も
必

東北電子計算機専門学校　上級情報工学科

2006年　八戸学院短期大学（現：八戸学院
　　　　  大学短期大学部）ライフデザイン
　　　　  学科に勤務
2019年　八戸学院大学地域経営学部
　　　　  地域経営学科に勤務

専門分野　情報学
担当科目　情報処理基礎、情報処理、
　　　　　情報処理法、インターネット、
　　　　　プログラミング
　　　　　キャリアデザインⅢ、
　　　　　キャリアデザインⅣ要

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
電
子
マ
ネ
ー
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
社
会
へ
の
変
革
に
よ
っ
て
、
お
金
の

使
い
方
や
価
値
な
ど
を
教
え
る
必
要
が
出
て
き

ま
す
。「
ピ
ッ
」と
カ
ー
ド
や
ス
マ
ホ
を
読
み
取

る
と
買
い
物
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
小
さ
な

子
供
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
含
め
て

今
後
の
講
演
活
動
で
地
域
に
貢
献
し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
も
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
方
法
を

研
究
し
て
、
よ
り
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

微
力
な
が
ら
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

「情報」を考える
〜 メディア活用の研究について 〜
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　講義以外の空き時間は、介護施
設でバイトをしています。講義で
学んだ事を実践でき、また、現場で多
くのことを学ぶことができます。
　将来は、介護福祉士の仕事をしながら、看護師
の国家資格にも挑戦したいです。

八戸学院大学短期大学部介護福祉学科１年

Ｒｉｚｅｌａ Ｅｖａ（リゼラ エファ）さん

　看護の勉強は中国の学校で学
んできましたが、日本語に置き換
えて理解しなければならず、分から
ない言葉は講義後に友達から聞くなどして復習し
ています。
　９月から病院実習が始まります。専門的な知識を求
められる実習なので対応できるよう頑張りたいです。

八戸学院大学健康医療学部看護学科３年

程　佳萌（テイ カホウ）さん

　現在、八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部には 14 名の留学生が在籍しています。
留学生のサポートについて紹介します。

学校法人光星学院国際教育局
　国際教育局は、学本法人の国際交流の推進に寄与することを目的としており、外国人留学生の受け入れや、国
際交流・異文化理解に関する取組みを内外に発信しています。

留学生サポート（八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部国際交流・留学生支援委員会）
　国際交流・留学生支援委員会を中心に留学生の情報共有および、留学生への働きかけを行っています。
　留学生の日本語能力に応じて、日本語学習の時間をクラス分けして支援するなど、きめ細かい対応を心掛けています。

　キャンパスでの学びの時間以外に、異文化理解を深めるため、地域との交流の機会を設けています。

　日本語で適切に表現する能力と伝えあう力を高める講義です。「読む」「書く」
「話す」の３領域について、演習問題や新聞コラム等を活用して自分の考えを的
確な文章や言葉で表現できる思考力を伸ばします。

留学生の支援について

異文化理解

日本語リテラシ
ー
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課外活動
File

１

課外活動
File

2
八戸学院大学　陸上競技部

　
八
戸
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
は
、
種
目
ご

と
に
リ
ー
ダ
ー
学
生
が
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
加
美
正
剛

さ
ん
（
人
間
健
康
学
科
３
年
）
は
「
リ
ー
ダ
ー

学
生
か
ら
事
前
に
練
習
メ
ニ
ュ
ー
の
連
絡
が

来
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
持
っ
て
練

習
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
質
の
高
い

練
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。」
陸
上
日
本

選
手
権
男
子
1
0
0
m
に
出
場
し
、
７
位
入

賞
を
果
た
し
た
灰
玉
平
侑
吾
さ
ん
（
人
間
健

康
学
科
３
年
）
は
「
一
見
、
短
距
離
走
は
単

純
な
動
作
の
繰
り
返
し
に
見
え
ま
す
が
、
考

え
て
走
ら
な
い
と
速
く
は
な
れ
ま
せ
ん
。
練

習
方
法
等
を
試
行
錯
誤
し
て
成
果
が
出
た
と

き
の
喜
び
は
格
別
で
す
。」

　
日
本
学
生
選
手
権
（
イ
ン
カ
レ
）
出
場
を

合
言
葉
に
、陸
上
競
技
部
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

八戸学院光星高等学校　ゴルフ部

　
八
戸
学
院
光
星
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
部
は
、

創
部
２
年
目
と
若
い
部
活
で
す
が
、
全
国
高

等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
出
場
を
果
た
す
な
ど

注
目
の
部
活
で
す
。
地
域
の
方
々
の
協
力
に

よ
り
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
と
て
も
恵
ま

れ
た
環
境
で
ラ
ウ
ン
ド
練
習
と
打
球
練
習
を

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。「
地
域
の
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
活
動
し
た
い

で
す
。」
と
主
将
の
横
山
元
気
さ
ん
（
普
通
科

進
学
コ
ー
ス
２
年
）。
江
口
琴
遥
さ
ん
（
普
通

科
進
学
コ
ー
ス
２
年
）
は
「
ラ
ウ
ン
ド
練
習

で
自
分
の
状
態
を
確
認
し
、
そ
の
後
の
打
球

練
習
で
、
ラ
ウ
ン
ド
で
の
反
省
箇
所
の
修
正

を
行
い
ま
す
。
一
打
、
一
打
を
無
駄
に
せ
ず

取
り
組
み
た
い
で
す
。」

　
目
標
は
、
全
国
大
会
出
場
。
全
国
に
八
戸

学
院
光
星
高
等
学
校
の
名
を
広
め
る
こ
と
で

地
域
へ
の
恩
返
し
を
目
指
し
ま
す
。
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大　学

大　学

大　学

短　大

短　大
野西高

光星高

八戸学院 TOPICS

　八戸学院大学健康医療学部看護学科の２年生 68 名が宣誓式を行いまし
た。宣誓式は、近代看護の基礎を築いたとされるフローレンス・ナイチン
ゲールの誕生日に当たる 5 月 12 日の「看護の日」に合わせ開催しています。
ろうそくに明かりを灯し、全員で「宣誓の詞」を斉唱しました。宣誓者代
表の辻井里奈さんは「学ぶことができる喜びを噛みしめながら日々研さん
し、患者の苦痛に気が付けるような感性を身に付けたい」と語りました。
　式典後にはエンゼルメイク研究会代表の小林光恵氏による特別記念講演
が行われました。

　４年ぶりとなる対面式が本校体育館で行われました。対面式は新入
生が上級年次と初めて顔を合わせる行事となります。
　上級生の拍手に迎えられ、体育館へ入場する新入生（336名）の表情
は心なしか緊張していました。式では新入生を代表して清水香那さ
んが「不安はあるが、先輩方が築きあげた伝統を引き継ぎながら日々
努力したい」と挨拶をしました。また、生徒会長の佐々木凜君から

「これからの高校生活で規範意識を養い光星高校の生徒としての誇り
を持って生活して欲しい」と、歓迎と激励の言葉がありました。久し
ぶりに全校生徒（921名）が体育館に整列する姿はまさに「圧巻」でした。

　八戸学院大学では強化指定部壮行会が開催され、今年度、認定された
12 団体に認定証が手渡されました。
　壮行式で法官スポーツ局長から「試合に勝つために技術はもちろん、精
神の鍛錬も必要。４年間でスポーツを通して感動を与えるようなパフォー
マンスができる選手になってほしい」と挨拶があり、水野学長は「大学
スポーツの手本となるよう頑張ってほしい」とエールを送りました。
　強化指定部を代表し、男子サッカー部の高山理久主将（人間健康３年）
が「部活動や勉強、地域貢献活動にも全力取り組みたい」と決意を述べ
ました。

　実習等の事前指導の一環として、offre M’s の田原美晴氏に
よる「電話のかけ方指導」が行われ、幼児保育学科の 1 年生
が受講しました。
　講義では、丁寧な言葉遣いや、電話応対のポイントなどを
学び、発声練習を行った後、２人１組で応対例を参考に練習
を行いました。

　階上町交流の森広場で開催
された「はしかみ臥牛山まつ
り」に短期大学部の坂本ゼミ &
シングソングワイヤー（合唱同
好会）と大学の軽音楽部が参加
しました。

看護学科宣誓式【5/13】

強化指定部壮行式【4/7】

電話のかけ方講座開催

はしかみ臥牛山まつりに参加【5/21】

八戸学院 TOPICS

４年ぶりの対面式【4/11】

初の全国大会で５位入賞～第50回記念全国高等学校選抜卓球大会～

高校生が大学の講義を体験～2023年度高大連携事業～

地域の環境整備をお手伝い

　3月24 ～ 27日（金～月）に愛知県豊田市にて「第50回記念全国高等学校選抜卓球大会」が開催され、
本校卓球部の中里姫乃さんが青森県代表として出場しました。混戦が予想された予選リーグを全
勝で勝ち抜き、決勝トーナメントが進むにつれて調子を上げ、見事第５位入賞を果たしました。
　中里さんは「初の全国大会でいつも以上に緊張しましたが、思いきりプレーをすることが出来ま
した。この大会を通して自分の技術面で足りない所が分かったので、それを克服出来るように
日々、練習に励みたいと思います」と語ってくれました。

　高大連携事業は、系列の高校生を対象に大学・短
期大学部の講義を体験することで、多様な学問領域
について興味関心を持つことを目的に 2018 年度から
スタートしました。
　今年度は、本校の２年普通科進学コース IT ビジネ
ス系と国際教養系の生徒 27 名が、大学生と一緒に海
外事情（中国文化 / 韓国文化）を受講します。

壮行式には部員や指導者400人が参加しました

来場者は足を止め、学生のパフォーマンスを楽しんでいました１年生は野辺地ロータリークラブの方々と一緒に花植えを行いました ２年生は近くの運動公園のゴミ拾いを行いました

光星高

光星高
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ス
テ
ラ
・
フ
ォ

ー

カ
ス

八戸学院３幼稚園
マスコットキャラ

ステラが行く
vol.17  

八戸学院第二しののめ幼稚園

八戸学院聖アンナ幼稚園

親子ガーデニング

お花見に行ったよ

　今年1回目の参観日は、「親子で草花や植物の世話をする」
ことを目的に親子ガーデニング（寄せ植え）を行いました。

　「水やりや枯れた花を摘み
取ったりして、丁寧に育て
ることで心の成長にも繋が
ります」と園長先生は話して
いました。
　寄せ植えの説明後、あら
かじめ選んでおいた鉢に、
親子で協力しながら、花を
植え「きれいに咲いてね」と
水をやりました。

　毎年4月に、聖アンナ幼稚園では、大型バスに乗って短
期大学部の芝生へお花見に出かけます。

八戸学院幼稚園
楽しかったよ！「中庭コンサート」
　春の日差しが心地よく感じられる４月の昼下が
り、八戸学院光星高校吹奏楽部による中庭コン
サートにお招きいただきました。
　昨年に引き続き2回目となる今回は、年少から年
長までの園児約90名が先生とともにお散歩を兼ね
てうかがいました。
　オープニングからテンポのよい素晴らしい演奏
で、園児たちは曲を聞きながら笑顔いっぱいの様
子でした。また中には高校生が手拍子をしたり
踊っている姿を見て、自分も一緒に！とノリノリの
お友だちもいました。
　これからも天気が良い日には、教育クラスの子

　芝生に到着すると、満開の桜
が子どもたちを迎えてくれまし
た。桜だけでなくタンポポやスミ
レの花、テントウムシなど小さな
春がいっぱい！落ち葉や木の実、風で
落ちた小さな木の枝なども夢中になって拾い集め、幼稚
園に持ち帰って乾かし押し花にしました。
　テープの上に押し花や葉っぱを置いて春を閉じ込めた
壁飾りの制作。「桜はどこにおこうかな？」と悩みながら思
い思いに貼っていき、個性豊かな作品がたくさん仕上が
りました。
　作品を見た子どもはにっこり笑顔！幼稚園生活の中で、
四季の移ろいや自然を美しいと思う心を大切に過ごして
いきたいと思います。

どもたちのほか保育クラスのベビーカーのお友だ
ちも高校の中庭にお邪魔しますので、見かけたら
遠慮せずに声を掛けてくださいね～。

　寄せ植えをしたものは家に持ち帰りお世話をしています。
「虫がいたよ」「元気がなかったの」と毎日の様子を教えてく
れます。
　お花の生長と子どもたちの心の成長にたくさんの花を咲
かせてほしいと思います。

八戸学院３幼稚園
　園長メッセージ

　
「
子
ど
も
の
笑
顔
か
ら
元
気
を
も
ら
う
」
と

は
よ
く
聴
く
言
葉
で
す
が
、
園
長
と
し
て
幼
稚

園
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
日
々
実
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
笑
顔
で
な
く
て
も
、
登
園

時
に
「
マ
マ
が
い
い
ー
！
」
と
泣
い
て
訴
え
る

姿
も
、
お
友
だ
ち
と
「
〇
〇
ち
ゃ
ん
、
ず
る
い
」

「
ず
る
く
な
い
よ
」
と
言
い
合
っ
て
い
る
姿
も

そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
の
も
つ
力
と
成
長
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
て
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
で
す
。

　

ま
た
、
若
手
の
教
員
の
ほ
と
ん
ど
を
短
大
で

教
え
て
い
た
た
め
、
彼
ら
が
「
先
生
」
と
し
て

子
ど
も
と
関
わ
っ
て
い
る
姿
に
も
、
一
教
員
と

し
て
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
今
は
私
が
授
業

の
参
考
に
も
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

本
園
で
は
最
近
、
特
に
１
・
2
歳
児
の
入
園

が
増
え
て
い
ま
す
。
保
護
者
が
下
の
お
子
さ
ん

を
出
産
さ
れ
、
そ
の
子
も
幼
稚
園
に
預
け
て
く

だ
さ
る
こ
と
が
多
く
、感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

短
大
の
学
長
と
兼
務
で
あ
る
た
め
に
園
に
い
ら

れ
る
時
間
は
短
い
で
す
が
、
そ
の
利
点
を
活
か

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
幼
稚
園
と
短
大
と
の
連

携
を
深
め
、
保
育
と
教
育
の
質
の
向
上
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
度
の
幼
稚
園
は
と
て
も
賑
や
か
で
す
。

新
入
園
児
が
涙
を
流
し
て
い
る
と
、「
マ
マ
に

会
い
た
い
の
？
」
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
で

涙
を
拭
い
て
あ
げ
る
子
。「
マ
マ
が
必
ず
お
迎

え
に
来
る
よ
。」
と
頭
を
撫
で
て
く
れ
る
子
。

少
し
前
ま
で
「
マ
マ
が
い
い
！
」
と
い
っ
て
大

泣
き
を
し
て
い
た
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
優
し

く
逞
し
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
の
玄
関
で
「
今
日
は
、頑
張
れ
な
い
…
」

と
言
っ
て
い
る
子
も
い
ま
す
。
先
ず
は
、
頑

張
っ
て
登
園
し
た
こ
と
を
認
め
て
あ
げ
た
い
で

す
。
自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
言
葉
で
伝
え
ら

れ
る
、
こ
れ
も
成
長
の
大
き
な
一
歩
で
す
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
園

長
先
生
、も
っ
と
早
く
走
ら
な
き
ゃ
だ
め
だ
よ
。

走
り
方
を
教
え
て
あ
げ
る
よ
。」
な
ど
と
励
ま

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
毎
日
は
、
こ
ん
な
に

も
感
動
的
で
魅
力
的
で
す
。

　

物
事
を
真
っ
直
ぐ
に
受
け
止
め
る
子
ど
も
た

ち
。
そ
の
純
真
な
心
に
応
え
る
た
め
に
穏
や
か

で
居
心
地
の
良
い
環
境
を
整
え
子
ど
も
を
信
じ

て
見
守
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
本
園
の
教
育
活
動
に
つ
き
ま
し

て
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
度
、
八
戸
学
院
第
二
し
の
の
め
幼
稚
園

の
園
長
に
着
任
し
ま
し
た
。
責
務
の
重
さ
を
感

じ
る
と
と
も
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
育
み
、
幼
稚

園
に
関
わ
る
す
べ
て
の
方
々
が
毎
日
を
笑
顔
で

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
幼
稚
園
で
は
た
く

さ
ん
の
遊
び
や
経
験
を
通
し
て
多
く
の
方
々
と

関
わ
り
、
自
分
で
考
え
て
進
ん
で
ゆ
け
る
力
を

育
ん
で
い
ま
す
。
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

に
は
楽
し
い
こ
と
や
う
れ
し
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
待
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
苦
し

い
こ
と
や
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

も
や
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
幼
児
期
に

愛
さ
れ
て
育
ち
、
い
つ
も
自
分
が
大
切
な
存
在

で
あ
る
と
思
え
る
人
に
な
る
よ
う
、
人
生
の
基

礎
と
な
る
幼
児
期
を
た
く
さ
ん
の
愛
情
で
見

守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

八戸学院幼稚園
園長

杉山　幸子

八戸学院聖アンナ幼稚園
　  園長

山西　幸子

八戸学院第二しののめ幼稚園
　　  園長

加藤　康子
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《
大
学
時
代
に
つ
い
て
》

　

私
は
、
１
９
８
５
年
（
昭
和
60
年
）
４
月
、

八
戸
大
学
（
現
八
戸
学
院
大
学
）
に
進
学
い
た

し
ま
し
た
。
当
時
の
八
戸
大
学
は
学
生
数
も
そ

れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
た
め
、
入
学
式
は
大

学
の
体
育
館
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

強
豪
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
部
活
動
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
サ
ー
ク
ル
の
数
も
少
な
か
っ
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
学
の
部
や
サ
ー
ク
ル
に
は
所
属
せ

ず
、
友
人
か
ら
誘
わ
れ
た
八
戸
市
子
ど
も
会
育

成
連
合
会
の
活
動
に
参
加
し
、
沢
山
の
貴
重
な

体
験
や
、
多
く
の
方
々
と
巡
り
会
え
た
こ
と
が

思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
以

外
で
も
、
沢
山
の
友
人
と
学
食
で
話
し
た
り
、

夜
遅
く
ま
で
交
友
を
深
め
る
な
ど
、
楽
し
く
、

充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

《
教
職
の
仕
事
に
つ
い
て
》

　

大
学
時
代
、
教
職
課
程
は
取
っ
て
い
た
も
の

の
、
真
剣
に
教
師
に
な
ろ
う
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、教
育
実
習
で
生
徒
達
か
ら
「
先
生
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、
そ
こ
か
ら

教
師
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま

と
も
に
教
員
採
用
試
験
の
勉
強
を
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
教
員
採
用
試
験
は
不
合
格
。
そ
れ

で
も
常
勤
講
師
と
し
て
１
年
間
定
時
制
に
勤
務

し
、
翌
年
、
教
員
採
用
試
験
に
合
格
。
以
来
、

高
校
の
教
諭
と
し
て
勤
務
し
、
令
和
元
年
か
ら

副
校
長
、
そ
し
て
令
和
５
年
４
月
か
ら
岩
手
県

立
花
北
青
雲
高
等
学
校
の
校
長
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。
教
師
と
い
う
仕
事
は
教
員
免
許
を

持
っ
た
者
し
か
出
来
な
い
仕
事
で
あ
り
、
誰
で

も
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
教
師
と
し
て
の
仕
事
に
は
「
や
り
が
い
」
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
全
国
的
に
教
員
不
足
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
校
長
と
な
っ
た
今
、
こ

の
問
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
一
人
で
も
多
く

の
学
生
が
教
師
に
な
り
た
い
と
思
え
る
よ
う

に
、
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
生
徒
・
保
護
者
・
地

域
に
と
っ
て
良
い
学
校
だ
と
言
え
る
学
校
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

　

大
学
時
代
は
本
当
に
貴
重
で
良
い
も
の
で

す
。
学
業
は
も
ち
ろ
ん
、
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル

活
動
、
そ
し
て
大
学
生
活
を
通
じ
て
得
た
友
人

は
一
生
の
宝
物
と
な
り
ま
す
。
４
年
間
の
学
生

生
活
で
色
々
な
こ
と
を
体
験
し
、
沢
山
の
人
と

出
会
い
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
各
地
で
活
躍
す
る

皆
さ
ん
の
先
輩
が
い
ま
す
。
八
戸
学
院
大
学
で

学
ん
だ
こ
と
、
経
験
し
た
こ
と
は
貴
重
な
財
産

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。先
輩
の
一
人
と
し
て
、

八
戸
学
院
大
学
の
活
躍
と
、
後
輩
の
皆
さ
ん
が

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

岩手県立花北青雲高等学校
校長

　小松　　了 氏
八戸大学

（現八戸学院大学）商学部
平成元年３月卒

校長室にて

　高校入学と同時に自転車競技をはじめ、自転車競技の面白さにのめ
り込んでいきました。常に「どうしたら強くなれるのか？」というこ
とだけを考え生活していくうちに、スポーツ科学という分野に興味を
もち、スポーツ科学を学べる大学に進学したいと考えました。
　大学ではスポーツ科学を専攻し、自身の競技生活に活かせるように
日々のトレーニングと学校生活を過ごしました。在学当初は、保健体
育の先生になりたいと考えていましたが、勉強をしていくうちに「自
分が本当にやりたいのは学校の先生ではなく、トレーニング指導者だ」
ということに気付き、トレーニングについて専門的に学びトレーニン
グ指導者を目指すことにしました。
　令和２年４月から八戸学院大学自転車競技部監督に就任。令和４年
度には、女子個人種目において全日本学生選手権・インカレの２大会
で優勝することができ、八戸学院大学の存在を大きくアピールするこ
とができました。
　今後の目標は、八戸学院大学からナショナルチーム（日本代表）に
選手を送り込むことです。また、全国各地の高校生が「八戸学院大学
で自転車競技をやりたい」と思ってくれるような環境を作っていきた
いと思います。 三浦　康嵩

キャリア支援課
八戸学院大学自転車競技部監督

職員
ファイル

全日本ロードレース・カップ・
湾岸クリテリウムで優勝（右）

全ジュニアナショナルチームとして
カナダ遠征に参加（右から５人目）
初めての海外遠征で外国人のレベ
ルの高さを実感

早稲田大学卒業
令和２年４月に八戸学院大学
自転車競技部外部監督に就任

2013年

2009年
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たくましく　心ゆたかに成長を！！

　

晩
年
、
北
村
さ
ん
は
よ
く
「
決
心
之
大
成
」

と
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
物
事
を
成
す
と

い
う
こ
と
は
、
才
能
で
は
な
く
、
心
に
決
め
て

一
歩
ず
つ
努
力
す
る
こ
と
が
大
成
に
つ
な
が
る

と
い
う
意
味
で
す
。
ま
た
、
長
寿
は
、
心
を

き
れ
い
に
す
る
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

「
令
和
４
年
高
校
の
卒
業
式
祝
辞
よ
り
」

高
校
生
の
皆
さ
ん
へ
（
Ⅱ
）

　

八
戸
学
院
光
星
高
等
学
校
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
に
、「
鳥
は
飛
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
、
人
は
生

き
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
、
詩
人
坂
村
真
民

の
書
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。

　

坂
村
真
民
は
、
二
十
世
紀
に
生
き
た
詩
人

で
、
お
昼
に
起
き
て
地
球
に
祈
り
を
さ
さ
げ

る
毎
日
を
送
る
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
８
歳
の

時
に
お
父
さ
ん
を
亡
く
し
て
、
お
母
さ
ん
と
大

変
な
苦
労
を
し
て
育
っ
た
人
で
す
。
そ
う
い
う

彼
の
作
品
は
、
私
た
ち
の
生
き
方
に
勇
気
を

与
え
る
作
品
だ
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
過
去
を
恨
ん
だ
り
、
自
分
の

境
遇
を
嘆
い
た
り
、
人
を
羨
ん
だ
り
、
明
日

の
こ
と
を
心
配
し
た
り
、
心
が
落
ち
着
か
な

い
日
を
送
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時

に
、
正
面
校
舎
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
掲
げ
て

あ
る
坂
村
真
民
の
詩
と
向
き
合
っ
て
み
て
下

さ
い
。

理事長散策

　

園
歌
は
、
幼
稚
園
の
行
事
の
た
び
に
耳
に

し
ま
す
が
、
と
て
も
い
い
歌
だ
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。
作
詞
は
元
理
事
長
の
中
村
キ
ヤ
先
生
、

作
曲
は
キ
ヤ
先
生
の
妹
さ
ん
の
元
八
戸
短
期

大
学
の
中
村
キ
セ
先
生
で
す
。
日
常
生
活
で

大
切
な
あ
い
さ
つ
、
健
康
、
感
謝
の
こ
と
、
そ

し
て
純
真
で
心
ゆ
た
か
な
子
ど
も
の
成
長
を

願
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
先
生
の
テ
ン
ポ
の
良
い
ピ
ア
ノ
伴
奏
で

歌
う
姿
に
、
心
身
の
健
康
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

幼
稚
園
の
創
設
・
教
育
に
深
く
か
か
わ
っ

た
、
中
村
キ
ヤ
・
キ
セ
先
生
の
、
願
い
が
込

め
ら
れ
た
園
歌
が
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
な
子

ど
も
た
ち
に
歌
い
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願

い
ま
す
。

高
校
生
の
皆
さ
ん
へ
（
Ⅰ
）

　

長
崎
の
平
和
記
念
像
を
制
作
し
た
人
は
、

北
村
西
望
（
１
８
８
４
年
～
１
９
８
７
年
）

と
い
い
ま
す
。

　

文
化
勲
章
を
受
章
し
た
北
村
さ
ん
は
、「
カ

タ
ツ
ム
リ
の
歩
み
」
と
も
言
わ
れ
た
人
で

す
。
そ
れ
は
あ
る
朝
、
北
村
さ
ん
が
、
自
分

が
制
作
し
て
い
た
平
和
記
念
像
を
見
に
い
く

と
、
足
元
に
一
匹
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
い
た
そ

う
で
す
。
し
ば
ら
く
し
て
も
う
一
度
像
の
前

に
行
っ
た
と
き
、
な
ん
と
、
そ
の
カ
タ
ツ
ム

リ
は
10
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
像
の
て
っ
ぺ
ん
に

登
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
北
村
さ
ん
は
、
百

歳
に
な
っ
て
こ
の
時
の
こ
と
を
、「
た
ゆ
ま

ざ
る　

歩
み
お
そ
ろ
し　

カ
タ
ツ
ム
リ
」
と

詠
い
、
今
も
島
原
市
の
玉
宝
寺
の
聖
観
音
像

の
台
座
に
書
き
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
間
に
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
、
長
い
年
月

を
要
し
た
北
村
さ
ん
に
と
っ
て
、
カ
タ
ツ
ム

リ
は
自
分
を
象
徴
す
る
生
き
物
に
見
え
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

北
村
さ
ん
は
、
百
二
歳
で
亡
く
な
り
ま
し

た
が
、
長
生
き
は
北
村
さ
ん
の
目
標
の
一
つ

で
、「
私
は
天
才
で
な
い
か
ら
、
人
よ
り
五

倍
も
十
倍
も
か
か
る
の
で
す
。
い
い
仕
事
を

す
る
た
め
に
は
長
生
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
あ
の
平

和
記
念
像
を
つ
く
る
の
に
も
4
年
の
歳
月
を

か
け
て
完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。
着
実
に
努
力

を
し
て
目
標
に
近
づ
く
た
め
に
は
、
長
生
き

が
必
要
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

理事長散策

法 官 新 一
Shinichi Hogan

理 事 長
散 策

幼
稚
園
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち
へ

一
、
お
そ
ら
に　

お
ひ
さ
ま　

に
こ
に
こ
と

　
　

き
ょ
う
も　

げ
ん
き
ね

　
　

こ
ん
に
ち
は　

こ
ん
に
ち
は

　
　

は
ち
の
へ
が
く
い
ん　

よ
う
ち
え
ん
の

　
　

お
と
も
だ
ち

二
、
お
に
わ
で　

お
は
な
が　

よ
い
か
お
り

　
　

ぶ
ら
ん
こ　

お
す
な
ば

　
　

あ
り
が
と
う　

あ
り
が
と
う

　
　

は
ち
の
へ
が
く
い
ん　

よ
う
ち
え
ん
の

　
　

お
と
も
だ
ち

三
、
よ
い
こ
の　

お
ね
む
り　

お
ほ
し
さ
ま

　
　

ま
ち
が
い　

い
た
ず
ら　

　
　

ご
め
ん
な
さ
い　

ご
め
ん
な
さ
い

　
　

は
ち
の
へ
が
く
い
ん　

よ
う
ち
え
ん
の

　
　

お
と
も
だ
ち

光星高校のエントランスにある詩人坂村真民の書

　

き
っ
と
、
勇
気
と
元
気
が
み
な
ぎ
り
、
充

実
し
た
高
校
生
活
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

「
令
和
５
年
高
校
入
学
式
祝
辞
よ
り
」

学
生
の
皆
さ
ん
へ

　

コ
ロ
ナ
禍
を
体
験
し
た
皆
さ
ん
に
は
、
こ

の
困
難
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
、
自
分

を
見
失
う
こ
と
な
く
歩
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
、

実
社
会
に
一
歩
踏
み
出
す
皆
さ
ん
に
昔
の
話

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
、「
太
平
記
」
に
も
出
て
く
る

武
将
、
青
砥
藤
綱
は
、
た
い
へ
ん
清
廉
で
質

素
な
生
活
を
心
が
け
た
人
で
す
。
そ
の
藤
綱

が
、
あ
る
夜
、
机
に
向
か
っ
て
、
灯
火
の
明

か
り
で
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
目
の
前
に

真
っ
黒
な
大
き
な
法
師
が
現
れ
た
そ
う
で
す
。

腕
に
自
信
の
あ
る
藤
綱
は
、
そ
の
黒
法
師
を

打
ち
の
め
そ
う
と
す
る
が
、
黒
法
師
も
負
け

ま
い
と
打
ち
返
し
、
右
へ
動
け
ば
右
へ
、
左

へ
動
く
と
左
へ
と
動
き
回
り
勝
負
は
つ
き
ま

せ
ん
。
つ
い
に
根
負
け
し
た
藤
綱
が
、
法
師

に
向
か
い
一
礼
す
る
と
、
そ
の
黒
法
師
も
棒

を
捨
て
て
一
礼
し
ま
す
。
自
分
と
同
じ
動
き

を
繰
り
返
す
の
で
、
心
を
静
め
て
よ
く
考
え

て
み
る
と
、
そ
れ
は
な
ん
と
自
分
の
影
法
師

だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
私
は
自
分
の
影
に
会
っ
て
、
初
め
て
天

地
万
物
の
わ
が
影
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
が
手
を
上
げ
れ
ば
影
も
手
を
上
げ
る
よ
う

に
、
私
が
道
に
外
れ
た
こ
と
を
す
る
と
、
影

も
道
を
外
す
。
私
が
腹
を
立
て
れ
ば
、
影
も

怒
り
だ
す
。
私
が
欲
望
に
溺
れ
、
貪
れ
ば
、

そ
の
影
は
盗
み
を
働
く
。
反
対
に
私
が
笑
え

ば
影
も
笑
い
返
す
。
天
地
万
物
、
善
悪
の
影

が
す
べ
て
自
分
自
身
の
心
が
影
法
師
と
な
っ

て
現
れ
る
と
知
れ
ば
、
悪
に
惹
か
れ
、
欲
に

溺
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
藤
綱
は
悟
っ
た
の

だ
そ
う
で
す
。

　

自
己
を
見
つ
め
、
自
分
を
知
る
。
そ
し
て

自
主
自
立
、
善
悪
の
判
断
が
で
き
る
社
会
人

と
し
て
の
自
覚
を
願
う
。

「
令
和
４
年
大
学
・
短
大
卒
業
式
祝
辞
よ
り
」
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６
月
の
あ
る
日
、
八
戸
業
務
班
の

職
員
が
環
境
整
備
中
に
卵
を
発
見
し

ま
し
た
。
数
日
後
、
再
び
訪
れ
る
と

雛
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
何
の
雛

か
を
調
べ
て
み
る
と
キ
ジ
と
判
明
。

　

キ
ジ
は
、
日
本
の
国
鳥
で
「
朝
キ

ジ
が
鳴
け
ば
雨
、
地
震
が
近
づ
け
ば

大
声
で
鳴
く
」
と
い
っ
た
予
知
能
力

が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

雛
は
す
く
す
く
と
成
長
し
て
お

り
、
今
後
も
巣
立
つ
ま
で
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


